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野村ジャパンドリーム 
（野村SMA・EW向け） 

運用報告書(全体版) 
 

第３期（決算日2017年12月６日） 
 

作成対象期間（2016年12月７日～2017年12月６日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年３月12日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 
野村ジャパンドリーム マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてわが国の株式に
実質的に投資し、信託財産の成長を目標として、積極的な運用を行います。 

主な投資対象 
野村ジャパンドリーム 
（野村SMA・EW向け） 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
野村ジャパンドリーム 
（野村SMA・EW向け） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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－ 1 － 

野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

ジャスダック指数 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2015年３月12日 10,000 － － 108.50 － － － 800 

１期(2015年12月７日) 12,465 5 24.7 117.90 8.7 96.9 － 1,336 

２期(2016年12月６日) 12,599 5 1.1 118.66 0.6 96.5 － 1,056 

３期(2017年12月６日) 19,067 5 51.4 168.54 42.0 95.6 － 3,776 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 ジャスダック指数 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2016年12月６日 12,599 － 118.66 － 96.5 － 

12月末 13,451 6.8 122.71 3.4 97.2 － 

2017年１月末 13,659 8.4 127.72 7.6 96.4 － 

２月末 13,961 10.8 132.48 11.6 95.4 － 

３月末 14,325 13.7 133.41 12.4 96.3 － 

４月末 14,626 16.1 131.63 10.9 95.8 － 

５月末 15,698 24.6 140.42 18.3 96.4 － 

６月末 16,007 27.0 145.12 22.3 95.1 － 

７月末 16,507 31.0 149.80 26.2 95.4 － 

８月末 17,408 38.2 154.41 30.1 95.9 － 

９月末 17,889 42.0 160.45 35.2 94.9 － 

10月末 18,236 44.7 164.75 38.8 95.5 － 

11月末 19,531 55.0 172.23 45.1 95.1 － 

(期  末)       

2017年12月６日 19,072 51.4 168.54 42.0 95.6 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 2 － 

野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2016年12月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、ジャスダック指数です。参考指数は、作成期首（2016年12月６日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は51.4％の上昇 

基準価額は、期首12,599円から期末19,072円（分配金込み）に6,473円の値上がりとなりました。 

 

①局面（期首～'17年４月中旬） 

（上昇） 米国において１年ぶりの利上げが決定され日米金利差拡大から円安ドル高が進行した

こと 

（上昇） トランプ米大統領による法人税減税やインフラ投資政策への期待、堅調な企業決算な

どから米国株式市場が過去最高値を更新したこと 

（下落） 米国のシリア空爆や北朝鮮情勢の緊迫化など地政学リスクが高まり、リスク回避の動

きが強まったこと 
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－ 3 － 

野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）

②局面（４月中旬～９月上旬） 

（上昇） 仏大統領選においてEU（欧州連合）離脱に消極的なマクロン氏が勝利したことに加え、
米議会において予算案が暫定的な合意に達するなど政治的なリスクが低下したこと 

（上昇） 米国や中国の経済指標が堅調だったことに加え、米国株式市場が過去最高値を更新し
たこと 

（上昇） 米国利上げ決定で円高ドル安が是正されたこと、米雇用統計が市場予想を上回る結果
となり米国経済の好調が確認されたこと、４-６月期の企業決算が製造業を中心に概ね
良好であったこと 

（下落） 北朝鮮がグアム沖へのミサイル発射を示唆したことから米国と北朝鮮との関係が緊迫
化し、リスク回避の動きが強まったこと 

 
③局面（９月上旬～期末） 

（上昇） 北朝鮮情勢に対する警戒感が和らいだほか、米国株式市場が過去最高値を更新し、為
替市場で円安ドル高が進んだこと 

（上昇） 衆議院選挙での与党圧勝で政権安定を好感する買いが膨らんだこと 
（上昇） ４-９月期の企業決算が概ね良好な内容であったこと 
（下落） 高値警戒感から利益確定の動きが強まったこと 
（上昇） 米国において税制改革法案の成立の可能性が高まったことなどで米国株式が大きく上

昇したこと 
 

○投資環境 

期首からは米国において１年ぶりの利上げが決定され日米金利差拡大から円安ドル高が進
行したことなどを受けて株式市場は上昇しました。２月末にかけては米税制改革の不透明感が
強まり、円高ドル安が進む中で大型株は軟調な推移となりましたが、中小型株は相対的に底堅
く推移しました。 
３月以降はFOMC（米連邦公開市場委員会）において政策金利の追加利上げが決定した後は、

今後の利上げペースが加速する可能性は低いとの見通しが広がり、為替相場が円高ドル安に転
じたことや、米国の医療保険制度関連法案を巡る混乱を受けてトランプ政権の今後の政策運営
に対する不安が高まったこと、北朝鮮のミサイル発射や米国によるシリア攻撃を受けて地政学
リスクが強く意識されたことなどから下落しました。その後は、仏大統領選挙においてEU離
脱に消極的なマクロン氏が勝利したことに加え、米議会において予算案が暫定的な合意に達す
るなど政治的なリスクが低下したことなどから上昇しました。 
６月以降は米国や中国の経済指標が堅調だったことに加えて米国株式市場が史上最高値を

更新したことや、FOMCにおいて保有資産縮小が決定されたことなどから米国金利が上昇し、
円安ドル高が進んだことなどから上昇しました。 
期末にかけては相対的に割安な大型株を再評価する動きが広がったことで、中小型株が大型

株に対して伸び悩む場面はあったものの、衆議院選挙で与党が３分の２を上回る議席を獲得
し、国内政治リスクへの懸念が後退したことや、４-９月期決算発表において主要企業の業績
が良好な内容となったことなどから上昇しました。   
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－ 4 － 

野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）］ 

主要投資対象である［野村ジャパンドリーム マザーファンド］を期を通じて高位に組み入

れ、期末の実質株式組入比率は95.6％としました。 

 

［野村ジャパンドリーム マザーファンド］ 

・株式組入比率 

原則として高位を保つことを基本としており、期を通じて概ね90％以上を維持し、期末は

95.8％としました。 

 

・期中の主な動き 

当期は顧客層や取扱商材の広がりにより中長期の成長確度が高まっている企業、市場の構造

的な変化を事業機会と捉えて業績拡大が期待できる企業、安定した収益力と強い財務体質によ

り増配余力の大きい企業に注目しました。 

中食志向の高まりの中で、宅配仲介サイト事業の成長が期待できる情報・通信業株、アウト

ソーシング需要の高まりにより、コールセンター事業の安定した成長が見込まれるサービス業

株などを買い付けました。 

一方、株価上昇により割安感の薄れたサービス業株、規制強化により収益悪化が懸念される

証券、商品先物取引業株などを売却しました。 

 

＜比率を引き上げた主な銘柄＞ 

①夢の街創造委員会（期首1.0％→期末5.0％、純資産比、以下同じ） 

中食志向の高まりの中で、インターネットで出前の注文ができる宅配仲介サイト事業の成長

により中長期的な業績拡大が期待できるため。 

②ベルシステム24ホールディングス（0.9％→3.5％） 

主力のコールセンター事業において、企業の人手不足を背景としたアウトソーシング化によ

り安定した成長が見込まれるため。 

 

＜比率を引き下げた主な銘柄＞ 

①UTグループ（4.7％→0.8％） 

人手不足を背景とした派遣需要の増加による業績拡大が評価されて、株価が大幅に上昇して

割安感が薄れたため。 

②GMOフィナンシャルホールディングス（5.2％→1.5％） 

FX（外国為替証拠金取引）でのシェア上昇と取扱商品の拡充による業績拡大が期待されるも

のの、FXにおける規制強化により収益悪化が懸念されるため。 
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野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

＊参考指数との対比では9.4ポイントのプラス 

今期の基準価額の騰落率は51.4％の上昇とな

り、参考指数であるジャスダック指数の42.0％

を9.4ポイント上回りました。 

 

【主な差異要因】 

プラス寄与した主な投資銘柄 

・ジャスダック銘柄では、中食志向の高まりと

スマートフォンの普及により宅配仲介サイ

ト事業の収益が拡大している夢の街創造委

員会、自動車の電装化により温度センサーの

売上が増加している芝浦電子など。 

・ジャスダック以外の銘柄では、人手不足や社会保険適用拡大などを背景に、短期人材紹介事

業の収益が拡大しているフルキャストホールディングス、アパレルのEコマースで高いシェ

アを持ち、取扱商材の拡充や出店増加により高い成長が続くスタートトゥデイなど。 

 

マイナス寄与した主な投資銘柄 

・ジャスダック銘柄では、FXの取扱高が伸び悩んでいるGMOフィナンシャルホールディング

ス、インターネット広告市場の競争激化により業績が低迷しているセプテーニ・ホールディ

ングスなど。 

・ジャスダック以外の銘柄では、先行投資負担により業績悪化が懸念されるカドカワ、医薬品

事業への参入により業績の不透明感が強まった太陽ホールディングスなど。 
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野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）

◎分配金 

（１） 基準価額の水準等を勘案し、今期の収益分配は今期の配当等収益や分配準備積立金の一

部から１万口当たり５円といたしました。 

（２） 留保益については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第３期 

2016年12月７日～ 
2017年12月６日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.026％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 9,066  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［野村ジャパンドリーム マザーファンド］ 

（１） IoT（モノのインターネット）やクラウドなどの普及率が高まる中で、IT（情報技術）の

活用により競争力を高めることができる企業に投資をしていく考えです。 

（２） 安定した収益力と強い財務体質により増配余力の大きい企業にも引き続き注目していき

ます。 

 

［野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）］ 

当ファンドは引き続き第４期の運用に入ります。 

主要投資対象である［野村ジャパンドリーム マザーファンド］の組み入れを高位に維持し

てまいります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）

○１万口当たりの費用明細 (2016年12月７日～2017年12月６日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 148  0.929  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (131)  (0.821)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (  9)  (0.054)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  9)  (0.054)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 17   0.107   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 17)  (0.107)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 166   1.039    

期中の平均基準価額は、15,941円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年12月７日～2017年12月６日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村ジャパンドリーム マザーファンド 1,652,247 2,824,300 555,930 838,600 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）

○株式売買比率 (2016年12月７日～2017年12月６日) 

 

項 目 
当 期 

野村ジャパンドリーム マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 3,912,951千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,090,545千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.26   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年12月７日～2017年12月６日) 

 

＜野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ジャパンドリーム マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,434 202 8.3 1,478 41 2.8 

平均保有割合 56.3%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

＜野村ジャパンドリーム マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 41 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,858千円 
うち利害関係人への支払額（B） 147千円 

（B）／（A） 8.0％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。    

利害関係人との取引状況 
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野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2016年12月７日～2017年12月６日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
308 － 307 0 当初設定時における取得とその処分 

 

○組入資産の明細 (2017年12月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村ジャパンドリーム マザーファンド 825,491 1,921,808 3,768,859 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2017年12月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村ジャパンドリーム マザーファンド 3,768,859 99.4 

コール・ローン等、その他 21,004 0.6 

投資信託財産総額 3,789,863 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年12月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,789,863,934   

 コール・ローン等 21,004,728   

 野村ジャパンドリーム マザーファンド(評価額) 3,768,859,206   

(B) 負債 13,344,193   

 未払収益分配金 990,353   

 未払解約金 1,287,465   

 未払信託報酬 11,027,939   

 未払利息 23   

 その他未払費用 38,413   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,776,519,741   

 元本 1,980,706,496   

 次期繰越損益金 1,795,813,245   

(D) 受益権総口数 1,980,706,496口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,067円 
 

（注）期首元本額は838,882,025円、期中追加設定元本額は1,953,567,606

円、期中一部解約元本額は811,743,135円、１口当たり純資産額

は1.9067円です。 
 

○損益の状況 (2016年12月７日～2017年12月６日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        4,565   

 支払利息 △        4,565   

(B) 有価証券売買損益 588,724,944   

 売買益 708,217,103   

 売買損 △  119,492,159   

(C) 信託報酬等 △   16,069,128   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 572,651,251   

(E) 前期繰越損益金 57,818,828   

(F) 追加信託差損益金 1,166,333,519   

 (配当等相当額) (    404,470,253)  

 (売買損益相当額) (    761,863,266)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,796,803,598   

(H) 収益分配金 △      990,353   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,795,813,245   

 追加信託差損益金 1,166,333,519   

 (配当等相当額) (    407,678,403)  

 (売買損益相当額) (    758,655,116)  

 分配準備積立金 629,479,726   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2016年12月７日～2017年12月６日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2016年12月７日～ 
2017年12月６日 

a. 配当等収益(経費控除後) 20,635,687円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 552,015,564円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,166,333,519円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 57,818,828円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,796,803,598円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 9,071円 

g. 分配金 990,353円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 
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野村ジャパンドリーム（野村SMA・EW向け）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

①スワップ取引に係る評価の方法につき、法令および一般社団法人投資信託協会規則に従って

評価する汎用的な記載に変更する所要の約款変更を行いました。 

＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

②外国為替予約取引に係る担保授受に関する規定を追加する所要の約款変更を行いました。

 ＜変更適用日：2017年３月31日＞ 
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